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020102　子どもたちの豊かな心の育成と非行防止・立ち直りの支援
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自分発見！高校生感動体験プログラム事業

１　事業の概要

　本県では、中途退学者に1年生の占める割合が高いこ

とから、中途退学率の高い学校の1年生に焦点を当てて

中途退学率の減少を図っていく。

　そこで、就労体験や社会貢献活動に取り組ませ、社会

性やコミュニケーション力を身につけさせたり、自己有

用感を高めたりすることで意義のある高校生活を送れる

ようにする。

　　　就労体験活動実施費の節約等による減

（２）社会貢献活動　　　　　　　　　△393千円

　　　社会貢献活動実施費の節約等による減

２　事業主体及び負担区分

　(県10/10)

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.6人＝5,700千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　就労体験活動　　地元企業、商店及びロータリークラブ等と連携して該当校8校の1年生　　　　4,089千円
　　　　　　　　　　　全員が5日間の就労体験を行うことで、高校生活に意義を見出させる。
　　イ　社会貢献活動　　被災地支援を学校単位で行う。地元自治会や小・中学校等と連携し、　　　　3,805千円
　　　　　　　　　　　地域の清掃活動をはじめとしたボランティア活動を行う。該当校8校の
　　　　　　　　　　　1年生全員が年間で3回の活動を通して、他者との交流の中で社会性や
　　　　　　　　　　　コミュニケーション力を身につけながら、自己有用感を高める。
（２）事業計画
　　ア　就労体験活動
　　　　プログラム事業推進担当教諭が中心となって進めていく。就労体験の受入事業所の開拓、事前・事後の指導の
　　　他、体験活動中は巡回指導を行い、生徒が高校生活の意義を見いだせるようきめ細かい指導を行うことで中途退
　　　学率の減少を図る。
　　イ　社会貢献活動
　　　　被災地支援をはじめ、地元自治会や小・中学校等と連携したボランティア活動を行う。ボランティア活動によ
　　　る他者との交流によって社会性やコミュニケーション力を身につけ、また、他者から感謝されることで自己有用

（３）事業効果

　　　ア　就労体験活動：就労体験活動実施費等の節約等による減額。

　　　感を高める体験活動とする。

　　　公立高校1年生の中途退学率及び中途退学者数を減少することができる。
     　 平成24年度：3.0％(1,059人)→平成28年度：2.7％(1,000人以下)(目標)
　　　中途退学率及び中途退学者数
　　　　平成22年度:3.4%(1,261人)、平成23年度:3.1%(1,071人)
　　　　平成24年度:3.0%(1,059人)、平成25年度:3.0%(1,014人)
（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
  　　地元企業や地元自治会、近隣の小・中学校との連携によって、効果の高い活動を実施する。
（５）補正予算の概要

(単位：千円)

（１）就労体験活動　　　　　　　　　△384千円

　　　イ　社会貢献活動：社会貢献活動実施費等の節約等による減額。

分野施策


